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１，と き

令和７年９月２０日(土)～２１日(日)

２，と こ ろ

札幌パークホテル

〒064-8589 北海道札幌市中央区南10条西3丁目

TEL：011-511-3131 FAX：011-531-8522

３，主 催

全国重症心身障害児（者）を守る会

社会福祉法人全国重症心身障害児(者)を守る会

北海道重症心身障害児（者）を守る会

４，大会次第

［第１日目]

９月２０日（土）

受 付 １２：００～１３：００

行 政 説 明 １３：００～１４：００

「障害福祉施策の動向（仮）」

こども家庭庁または厚生労働省

分 科 会 １４：２０～１７：００

《第１分科会》 国立施設部会

「重症児者病棟を守っていくための

病院と保護者との連携」

《第２分科会》 重症児施設部会

「これからの療養介護の在り方」

～豊かに生ききるために～

《第３分科会》 在宅部会

「希望につなぐ移行期支援」

～住み慣れた地域で暮らしたい～

《第４分科会》 母親部会

「母親の願いは活動の原動力」

懇 親 会 １８：００～２０：００

［第２日目]

９月２１日（日）

基 調 講演 ９：００～１０：００

「重症心身障害児者が
豊かに生ききるために（仮）」

式 典 １０：３０～１２：００

●申し込み先：「支える会」事務局

●問い合わせ先：

社会福祉法人

全国重症心身障害児(者)を守る会 事務局

TEL(03)3413-6781 FAX(03)3413-6919

第６２回 重症心身障害児(者)を守る全国大会

札幌市にて開催（案）

【 大会概要（予定）】
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早川福祉会館４Ｆ（ホール）
■〒546-0033 大阪市東住吉区南田辺1－9－28

■最寄り駅
・地下鉄谷町線駒川中野下車、西へ徒歩10分

・地下鉄御堂筋線西田辺下車、東へ徒歩15分

(市バスへ乗り継ぎできます)

・ＪＲ阪和線南田辺下車、南東へ徒歩15分

・市バス東住吉区役所前下車すぐ

日 程

１０：３０～ 受 付

１１：００～１２：１５ 【総 会】

１２：１５～１３：００ 休 憩

１３：００～１４：３０ 【セラピー体験会】

ハプティックセラピー体験会 13：00～14：30

会場： gogle map

（受付12： 40～）

支える会メール

— ハプティックセラピー体験会へ一般参加希望の方へ —
※会員以外、一般の方もご参加できます。 ※会場参加者のみ対象です。

●下記必要項目をご記入の上、郵送・ＦＡＸ・メールにて申込み下さい。※申込様式は問いません。

★必要項目（＊体験会名、＊氏名、＊フリガナ、＊住所、＊連絡先tel・fax・mail、＊職種・所属等）

（コラボ企画）

◎費用：無料 ／◎定員：２０名＊会場参加のみ ／ ◎締切：６月９日（月）

☆申込み： 〒558-0056 大阪市住吉区万代東１－３－１９

問合せ ゆらっとステーション内

TEL 06-6624-2555 FAX 06-6624-2556

FAX 06-6654-6462(仮）
Eメール：osaka@sasaeru.or.jp

総会次第
一、開会の辞
一、会長挨拶
一、御来賓挨拶
一、ビデオ上映（活動報告）
一、議 事

議 長 選 出
2024年度事業報告
2024年度会計報告
2024年度会計監査報告
2025年度事業計画（案）
2025年度収支予算（案）

一、閉会の辞

＊ハプティックセラピーはスウェーデンで開発されたマッサージの手法で、障害者
ケア、高齢者ケア、認知症ケアと幅広い分野で活用されています。

＊一般社団法人SQC日本ハプティックセラピー協会との共催



「 育徳コミュニティーセンター改修に伴う
事務所一時退出のお知らせ 」

２０２４年４月より工事に伴い事務所所在地を一時退出しております。
郵便・電話は転送対応中、メールアドレスは変更ありません。
FAXにつきましては、06-6654-6462（仮）へ送信お願いします。
また、来訪の折はご一報いただけると幸いです。
皆様にはしばらくの間、ご不便やご迷惑をお掛け致しますが何卒ご了承のうえ
今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。

定期総会議決権のある会員様へ
定期総会・ハプティックセラピー体験会 開催についてのお願い

日頃より当会の活動にお力添えをいただき誠に有難うございます。

お手数ですが、返信ハガキにて出欠の有＊無（＊会場参加・web参加）をお知らせ

くださいますようお願い申し上げます。宜しくお願いいたします。

既に納入がお済みの方にはあしからず

お許しを賜りますようお願い申し上げます。

＜郵 便 振 替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

ＦＡＸ ０６－６６５４－６４６２（仮）

平素より、本会の活動に御理解と御尽力を賜り

誠に有難うございます。

さて、新年度がはじまりました。令和６年度の

年会費が未納の方、また納入済みの方につきまし

ては令和７年度分として、同封の振込用紙にて

会費納入賜りますようお願い致します。

何卒ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

今後も重症心身障害福祉の為に全力を尽く

しますので皆様の更なるご支援を賜ります

よう心よりお願いします。

大 阪 府 重 症 心 身 障 害 児 ・ 者 を 支 え る 会

(全国重症心身障害児(者)を守る会の大阪支部)

への入会についてご案内いたします。

【個人会員】

◎年会費 10,200円

本部会員 及び 大阪支部会員

◎年会費 3,600円

大阪支部会員

【法人・団体会員】

◎年会費 10,000円（１口）

本部会員 及び 大阪支部会員

【協力会員】

◎年会費 3,000円（１口）

大阪支部会員(運営資金の協力会員)

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします

施設見学 「ナーシングホーム カメリアハウス西九条」

息子の相談支援員さんから情報をいただきました。ナーシングホームという施設で、そんな選択肢
もあるんだと見学を申し込みました。
２０２５年１月１７日、運営委員４名で見学に伺いました。２０２４年８月にオープンされたそう

で、館内はとても明るく、広々としています。個人のお部屋のスペースも広く、お風呂には２種類の
機械浴槽も備えておられます。館内を見学させていただき、お話を伺いました。
スタッフさんは明るく、若いかたがたくさんおられました。訪問介護と訪問看護の利用ができ、

訪問診療の医師も来てくださいます。
１８歳以上で障害区分４から６の方が対象で、６５歳までの入居ということです。それ以降の住ま

いについては事業所で探してくださるそうです。
息子が利用することを考えた時、まずは医療的ケアに

対応できること、これまで通り日中は生活介護事業所に
通えることが大きな利点です。また場所が西九条駅から
近く、この先、親が歳をとってからも訪ねて行きやすい
場所です。現在は満室で待機者もいるとのことです。
自分の体力の衰えを実感する日々、今後の息子の生活場所に

ついて悩んでいますが、ひとつ選択肢が増えました。（H.S）

２０２４年１１月８・９日 第４９回日本重症心身障害学会学術集会
親の会展示 神戸国際会議場

日本重症心身障害学会・会長の船戸先

生からお声かけをいただき、親の会展示

に参加させていただきました。

初めてお会いする難病患者の会の方々

と並んで展示をさせていただきました。

合間にはいろいろなお話を伺い、初めて

知る病気のことなどを教えていただきま

した。顔見知りの医療関係、福祉関係の

参加者の方々ともお会いできました。

隣のブースで医療機器を展示されている

メーカーの方ともお話ができ勉強になり

ました。また大学で障害科学を勉強され

ている学生さんともお話ができ有意義な

２日間でした。



成年後見制度 セミナーに参加して
令和６年１０月２６日（土）、ゆらっとステーション（大阪市住吉区）にて

支える会セミナー（ダウン症研究所共催）を開催されました。

講師の一般社団法人『親なきあと』相談室 関西ネットワーク 代表理事

藤井 奈緒 氏より「障がい者の未来のために ～『親なきあと』のこと ～

後見人制度について」のテーマで講演されました。

成年後見制度については言葉をよく耳に

していたのですが、いずれは使わなければ

ならない制度であるという程度の認識で、

内容についてはあまり詳しい知識がなく、

初心者の私にとってはとても興味深いお話

でした。

藤井先生のお子様も障害を持っておられ

るので、親の立場での本音のお話も伺うこ

とができました。

成年後見制度の内容については老いた私には難しく感じました。まだまだ先のこ

とのように思っていましたが、我が子は一人っ子で、親亡き後を見てくれる兄弟が

いない、そして私たち親も判断力がなくなってしまった

時には必要な制度です。必要になった時にはすぐに手続

きができると思っていましたが、費用も時間もかかり、

もっと勉強して検討しなければいけないと思いました。

今後、法改正される予定があり、その動向にも注視して

いきたいと思います。

これから成年後見制度を考える際の参考になりました。有意義なお話をしてくだ

さり、ありがとうございました。（Ｋ・Ｙ）

「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 長谷川 幸子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

ＦＡＸ ０６－６６５４－６４６２（仮）

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/
メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール
やＦＡＸにお寄せ下さい。

ホームページ

メール

お願い：会員登録の住所・電話番号等に変更がありまし
たら事務局までお知らせください。

活 動 報 告

2024年度は１０月に大阪市、１月に大阪府の養成研修に当事者の親として思いを
お伝えする時間をいただきました。

我が子が重い障害を持って生きていくとわかった時から現在までの親の思い、将来の
不安。多くの支援者の皆さんのお力を借りてのこれまでの道のり、兄弟への思いなど
重症心身障害者の家族の１例としてお伝えしています。スライド写真では使用している
医療的ケアの物品や機器類、防災への備えなどを見ていただいています。

医療的ケア児等コーディネーター養成研修

大阪府障がい者自立支援協議会 医療的ケアを要する重症心身障がい児等支援部会、
大阪市医療的ケアが必要な児童等の支援に関する検討会議に出席し、重症心身障害児者
が抱える課題や現状についてお伝えしています。

１１月２日 近畿ブロック研修会 和歌山県民交流プラザビッグ愛
「重症児者の命と生活を守る支援のあり方」をテーマに開催されました。

午前は中央情勢報告、午後は独立行政法人国立病院機構和歌山病院・副院長の南医師
から『重症児者の命と生活を守るために私たちができること』と題してご講演をいただ
きました。

１２月、２月に役員会に出席しました。国立施設、重症児施設、在宅と情報を共有し
課題を検討しました。

近畿ブロックではweb（zoom）併用で研修会、役員会を開催しています。
ご自宅から外出が難しいご家族の方にも参加できるようにとり組んでいます。
次回の研修会は京都です。次の機関紙でお知らせいたしますので、会場へのご出席、
webでのご参加をお待ちしています。

近畿ブロック（２０２４年度）

「機関紙支える など」紙媒体の送付について
日頃より当会活動にご支援ご賛同をいただき誠に感謝しております。
さて、機関誌発行の現状や社会情勢のペーパーレス化を鑑みて、

ご希望いただいた方にはＰＤＦでのデジタルデータ配信に変更させて
頂きたくお願い申し上げます。

つきましては、紙媒体送付ではなくＰＤＦデジタルデータで
ご了承いただける方はパソコンからのメールが受け取れるメール

アドレスにて支える会へご連絡ください。

支える会メールアドレス：（半角入力）
osaka@sasaeru.or.jp

◇ 件名に「支える会ＰＤＦ希望」と明記し、お名前（事業
所名等）と住所をお知らせください。

支える会メール



【ハプティックセラピー】 
スウェーデンで開発されたマッサージの手法で、障害者ケア、高齢者ケア、認知症ケアと幅広い分野で活用されています。 
一般的な筋肉の疲労回復を目指したマッサージと違い、筋肉を強く押すのではなく、主に手や足、背中などを両手で撫でる 
ようにマッサージするものです。受け取る側と行う側との間に、親密感と信頼感を生みだします。特に認知症や障がいを持 
つ人など周りとのコミュニケーションに困難を抱える人には、「自分が慈しみを受けている」、「今、人に認められている」 
という意味合いを感じることで、その人自身の自意識の向上に繋がり、その結果日常的な生活の QOL の向上に繋がります。 
マッサージを受けた後には、オキシトシンの分泌により、穏やかさや安心感を得られます。 
 

ハプティックセラピー無料体験会

この度は、大阪府

重症心身障害児・者を

支える会様とのコラボ企画

として実施いたします。

どなたでもご参加

いただけます。

ハプティックセラピーハプティックセラピー
皮膚と心に触れる皮膚と心に触れる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：２０２５年４月１９日（土）１１：００～１２：００ 無料体験会（ゆらっとステーション） 

                 １３：００～１６：００ 初級コース 
 
         ５月１７日（土）１１：００～１２：００ 無料体験会（ゆらっとステーション） 

                 １３：００～１６：００ 初級コース 
 
         ６月１５日（日）１１：００～１２：００ 無料体験会（ゆらっとステーション） 

１３：００～１６：００ 初級コース 
 
         ７月 ６日（日）１３：００～１６：００ 上級コース（ゆらっとステーション） 
 
         ７月２６日（土）１１：００～１２：００ 無料体験会（大阪国際交流センター） 

                 １３：００～１６：００ 初級コース 
 
         ８月３０日（土）１１：００～１２：００ 無料体験会（大阪国際交流センター） 

                 １３：００～１６：００ 初級コース 
 
         ９月２１日（日）１１：００～１２：００ 無料体験会（ゆらっとステーション） 

１３：００～１６：００ 中級コース 
 
        １０月２６日（日）１１：００～１２：００ 無料体験会（ゆらっとステーション） 

１３：００～１６：００ 初級コース 
 
        １１月２９日（土）１１：００～１２：００ 無料体験会（会場：未定） 

                 １３：００～１６：００ 初級コース 
 
        １２月 ７日（日）１３：００～１６：００ 上級コース（ゆらっとステーション） 
 

２０２６年１月１７日（土）１１：００～１２：００ 無料体験会（会場：未定） 

                 １３：００～１６：００ 初級コース 
 
         ２月２８日（土）１１：００～１２：００ 無料体験会（会場：未定） 

                 １３：００～１６：００ 初級コース 
 

会 場：ゆらっとステーション（大阪市住吉区万代東１丁目３－１９）他＊ 

＊詳しくは事務局まで 
 

受講料：各コース２５，０００円（フォローアップコース：５，０００円） 

（ＳＱＣ会員にお申込みいただいた方は、２０，０００円（１コース）、 

フォローアップコース：３，０００円となります。
＊
） 

    ※SQC（スウェーデン・クオリティ・ケア）会員（入会金 3,000円、年会費無料） 
 
事務局：〒558-0056 

    大阪市住吉区万代東 1丁目 3番 19号 ゆらっとステーション内 

     TEL ０６－６６９０－５３６０  FAX ０６－６６９６－９９５５ 

     MAIL haptic@sasaeru.or.jp 

ハプティックセラピー 

「無料体験＆セミナー」のご案内（開催予定） 
 

２０２５年度のハプティックセラピーの無料体験会及びセミナーを下記の日程で開催予定です。 

ハプティックセラピーに興味のある方はこの機会にぜひ体験、受講ください。 

＊大阪会場分 

開催予定 



支える会クリスマス会
令和６年１２月７日（土）、早川福祉会館にてクリスマス会が会場・オンライン（チームズ）で

開催されました。
この度も大阪みおつくしライオンズクラブの皆様にお力添えをいただき楽しいひと時を過ごす

ことができました。
クリスマスソング合唱にはじまり、つぎに昨年初出演いただいた御家族のユニットバンドが再熱

演奏。一番年下の方は小学４年生だそうですが、お母さん、お兄さん、お姉さんとともに堂々とされ
ており、トーク・歌・楽器と全てをパワーアップされていました。

次にギター演奏とボーカル。ボーカルの方々が色々な曲を織り交ぜて盛り上げて下さいました。
知っている曲に親御さんが口ずさみ、ご本人もその歌声で嬉しそうにされていました。

最後にどきどきプレゼント抽選会。大当たりに歓喜する表情が最高で、オンライン参加の方は
画面越しに喜びが伝わってきました。

参加してくださった皆様、参加者に寄り添い盛り上げてくださったライオンズクラブの皆様、
有難うございました。（ｽﾀｯﾌ清水）

ミニコンサート、とても賑やかで親子
共思わず顔を寄せて笑っていました。
素敵な景品が当たり良かったです。
昭和歌謡盛り上がりましたね。
大阪みおつくしライオンズクラブの
皆様方本当にありがとうございました。

今年も楽しいクリスマス会、ありがとうございました。
準備して頂いた会の皆さん、ライオンズクラブの皆さん、
本当にありがとうございました。
息子も楽しんでいましたので、参加できて良かったです。
ライオンズクラブさんで山口百恵さんの「プレイバック
パート２」を歌われた方が印象に残っています。
歌がお上手で、なりきり度がすごかったので来年はワン
マンライブを期待しています（笑）

情報 第1４回『北摂重症児者の拠点作りの会』御案内
医療との連携が欠かせない重症心身障害児者が住み慣れた地域で安心して日常

生活を送るための地域支援の拠点を作るため、その実現に向けて活動してきましたが
課題が山積しています。前回の開催から月日が空いてしまい皆様方には大変申し訳なく
思っております。

現在の状況や情報も含めて話し合い、今後の方針等について検討したいと思います。
御家族の皆様、関係諸機関の方々、是非とも御参加下さいますようお願い申し上げます。

尚、準備の都合上、事前申し込みを併せてお願い致します。

記

日 時： 令和７年６月５日（木） 午前１０時３０分～１２時３０分

場 所： あいほうぷ吹田 ２階 ボランティア室
（大阪モノレール及び阪急千里山線「山田」駅下車）

吹田市千里万博公園12-27 ℡ 06-6816-6877

内 容：・経過報告と今後の方針について協議 ・要望書の件
・北摂各市町村の施策について ・その他情報交換など

※ 問合せ先 大阪府重症心身障害児・者を支える会内 事務局
TEL:06-6624-2555（転送） FAX:06-6654-6462
鈴木 祥子 090-3030-5830 中村 昭代 090-1896-8726

E-mail：shoko@sasaeru.or.jp

※ 下記必要項目をご記入の上、郵送・ＦＡＸ・メールにて申込み下さい。
★ 必要項目（＊開催名称、＊氏名、＊フリガナ、＊住所、＊連絡先tel・fax・mail、

＊職種・所属等）
※ 申込様式は問いません。

●参加申込み 住所・FAX・メール（支える会内事務局）
〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町5-15-28

育徳ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ2階
FAX：０６－６６５４－６４６２
E-mail：osaka@sasaeru.or.jp 支える会メール


